





















































































学習活動 1 解を求め,結尾 (解)が様々になる
ことに気づく,
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4 生徒たちの反応


















































る ｢四捨7I.入する前のグラフ｣と T四捨上人 した
後のグラフ｣を左右に珊べた後で,2枚U)凶を屯
ねて見せると,/:巨徒たちには,やや感動しこいる
ような反応が見られた,最後に捜業者か ｢2本の
直線の傾きが近いときには,1本が少 しずれただ
けで,交点の位置はかなりiJLj]いてしまうでしょう
x,yの係数を四捨五入するということは,グラ
フが少 し守 れるということです.｣という意味の
説明をした.
5 考察
学習惜軌 1では,課題提示とともに方投式が0
式から(①式まで同時に示されている.こ0)珂由は,
対象生徒が3年生でもあり,立J_tそのもの/Ji本峠
のねらいではないためである.課題()場面はガソ
リンや軽油の値段としたが,これは参考とした
Szydlik(2009)での場面 (朱雀成分表から連立方
程式を立てる)よりもイメージしやすかっ仁ので
はないだろうか.
学習清m]2 (解の其値の推測と計罪結果の評
価)では,僻の式値本当の値段は砧後まで握示 し
なか,,た.巽値を推測する参考惜報として市内の
ガソリンスタン ドでの価格をいくつか見せる揚
蝕があるが∴二の後も提示昧題のx,yのtflL占(ガ
ソリンと軽油の止Wl'_な価格)をはっきりとは知ら
せない.しかし,別の進め方として,ここで正確
を教えてしまうという方法も叶龍であろう.今回
揺,解がわかったら什事が終わりという常識的fE
イメージを作らないために, I,yのi'il直は明示
しないままとして,四捨五入前後のグラフを提不
する時点でグラフ表現の中にx,yの主‡値が図的
に表示されるだりとした.結巣的に,生徒たちの
興味を持続させることにはつながったと考える.
学習活動4(解の指値とのズレができた増山を
-74-
考える)では.2本のグラフの傾きが近いときは,
がっかりマーク状態 (計第結果が推疋仇から離れ
ている)となる理由説明を授繋昔からではなく,
生徒のことばによって説明してもらうという方
法もあり得るであろう.生徒の理解の様子を確認
するにはその方が確実かもしれない.
6 まとめと今後の課題
今回の授業は,辿立方税式について-辿り学習
済みの生徒たちが,課題学習的に連立方程式U)応
用的話題を考えるものであった.時間的制約かrJ
多くの場面で白光的に考えさせたり気づくまで
待つという時制を取りにくかったが,結AL的に,
学習活動1から4まで0)間に.砧店の不思議さに
Jl‡いたり.グラフとの対応で理由が怨にIylらかに
なったりする点については,実現できたと考えら
れる.授業後の生徒からU)コメン トで托,以下の
ようなものが多かった ･
･r連立方程式で,どれを組み合わせても同じだ
と埋っていたので全然追 う答えが出て.rなんで,
どうして?｣と髭きました.｣
･｢スライ ドに表示されたグラフのおかげで†ヒ組
みがわかりました.まさか,傾きが関係している
なんて思っていなかったので.これも筋きまし
た.｣
･r解を化した後に ,それを見極める方法がグラ
フにすることだったので,数学はいろいろなとこ
とでつながっているんだなあと改めて思し､まし
た.｣
(すべて,一部分の抽出である.)
今後の裸題としては,
･教材として桝しそうに感 じる点も含まれるので,
Jj-_徒が活動すべき部分とそうでない部分などU)
区別を明確にすること.
･グラフの傾きの速いと2つの交点の隔たり0)帖
係について,中学生にも理解できるように明7在に
表現すること.
などである.
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